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超仕上カンナ盤導入による生産効率の改善と商品価値の向上
現状設備によるカンナ加工の工程は調整の難度が高く、生産効率が悪い。また、加工上の制約から大型の資材加工ができ
ない。そこで新たにカンナ盤を導入することで上記の改善を図り競争力を向上させる。
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企業概要
当社は京都市を中心に建築事業と不動産事業を展開している企業です。創業（元治元

年）以来、伝統的な建築方法のなかに新たな技術を取り入れ、省エネ住宅の新築や古民
家、京町家（住宅・宿泊・商業施設）のリノベーションを行うなど、幅広い分野で活動
しています。

主要製品

株式会社 小林工務店

目的、取組のきっかけ

◆当社の特徴
当社は「地元の職人が、地元
の材料で、地元の土に還える家
づくり」をモットーに、長年地元
に根ざし、地元の住宅事情をよ
く知る地元の工務店として、人
と人とのつながりを大切にして
います。それ故に、きめ細やか
な対応のできる快適な住まいを
提案することができています。
当社建築事業の特徴は、①地域産の無垢材の活用、②伝統的
な工法と機械力を活かした高い施工力、③「木質材料」と「木
質構造」に関する科学的知見を活かした設計・提案能力です。

◆取組みのきっかけ
私達の周りには複合材と呼ばれるものが多用されていま
す。建築材では、木材とプラスチックの再生複合材などが
ありますが、当社の主要な顧客層は、木造建築にこだわり
を持つアッパーミドルです。彼らは「ほんもの」志向が強
く、使用する素材に関して、「複合仕上材」よりも「無垢材・
自然素材」を用いることを希望されます。しかし、当社の
保有する設備では、天井材や壁面などの幅広の化粧材や、
化粧材となる梁などの大型構造材は、無垢材を使って加工
することができませんでした。そのため、定尺材を購入す

るか、接着剤などで成形した集成材を用いるか、あるいは
木材とは全く別の素材を用いる対応をするしかなく、顧客
ニーズに満足にお応えすることが出来ませんでした。

◆新たな挑戦
今後も持続的な売上拡大を図るため、「ほんもの」志向の
顧客ニーズに応えるべく、設備を刷新し、大型資材の加工
を自社で行うことを目指しました。新たな設備を導入するこ
とで、①大型資材の加工、②生産効率の改善、③品質の安
定性が付加されます。このことによって、お客様から更に
信頼され、満足していただける企業を目指すことにしました。

取組内容

主要ターゲット層からの質の高いニーズに対応するため
に、「超仕上カンナ盤」を導入し、大型資材の加工を自社で
行える体制を整えました。また同時に、生産効率の改善、
品質の安定化にも取組みました。

◆大型資材の加工
最大切削幅が360mm（既存設備：

240mm）に拡大することで、上述の幅広
の化粧材や大型構造材も自社製作が可能
となりました。それによって、木材の種類
やデザインの工夫が広がり、価格を含め
てより自由度の高い提案が可能となりま
した。例えば、これまで1.5間（約2.7m）
の空間設計しかできませんでしたが、横
架材の大型化が可能と
なったため、2間（約
3.6m）の空間設計がで
きるようになり、ダイ
ナミックな空間構築な
ど提案の幅がひろがり
ました。また、通常は「見
せない梁」を、仕上材

として「見せる梁」にするなど、デザインへの広がりを持た
せることもでき、他社との差別化を図ることが出来ました。

◆生産効率の改善
現場で使用する木材の量によって異なりますが、通常は
全ての資材加工に3日～7日程度かかっています。具体的
には、まず搬入された木材を必要な長さ・厚みに切断し、
加工しやすいように自動カンナ盤により、縦・横・高さを
直角に加工します。そして超仕上カンナ盤により表面の仕
上げを行います。表面の凹凸やざらつきの処理が不十分な
場合、更に手カンナ掛けを行います。
ボトルネック工程は、超仕上げカンナ盤の刃の調整でし
た。刃の高さや角度の調整は微細で、ナイフストック（刃の
ついているユニット部）を本体から外して調整する必要があ
りました。刃の調整や加圧は表面処理の品質を左右し、暗黙
知な部分もあるため熟練工により対応していましたが、新し
い設備では簡易な調整構造と自動加圧調整機構により、作
業時間の大幅な削減と、熟練工だけではなく、若い従業員
でも対応可能になり、多能工化を促進することができました。

◆品質の安定化
超仕上げカンナ盤での表面処理は、品質の安定化（各資
材の均一の仕上がり具合）に最も影響を与える工程になり
ます。以前の設備では、設備の老朽化や部品の不足により、
削りの厚みが一定ではなく、加工後も表面の凹凸やざら
つきがまばらにみられるなど十分ではありませんでした。
品質を向上させるために、手カンナ掛けを行っていました
が、職人の技術に左右される場合があり、品質を安定化さ
せる難しさがありました。新しい設備では、自動加圧力調

整機構により、薄く均一な削りを行うことができ、品質の
安定化を達成できました。

成果と今後の展開

◆顧客満足度の向上
自社で大型材料の加工ができることで、斬新でダイナ
ミックな空間提案や、新しい工法に挑戦することができま
した。これらのことが従業員の建築に対する技術の向上や
モチベーションアップにつながっています。
材料が大型化することで木組みの断面欠損が減り、耐震
性の向上ができました。また、加工時間が短縮されたことに
より工賃が減少し、利益率の改善につながっています。
最大の成果としては、新しい設備を導入したことで、当社
の顧客ニーズに沿った「高品質」で「高付加価値」の空間を
提供することができ、顧客満足度の向上につながっています。

◆今後の展開
現在の主力は「伝統工法のリノベーション」ですが、こ
れからは、「耐震断熱リノベーション」や「高性能住宅の新
築」が増加していくと見込んでいます。
伝統工法のリノベーションとは、良い物を残したいご要
望に応えることであり、先人の恩恵を
頂いていることです。今後は、リノベー
ションで先人の知恵と伝統を守りなが
ら、新しい高性能住宅を建て、この新
しい高性能住宅が100年後に「伝統」
と言われるように、伝統と科学で暮ら
しを豊かにし、未来の人に残す仕事を
続けていきます。
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生産効率の改善取組み

無垢材の活用

主要取引先
個人、一般企業、学校法人

主な保有設備
木材加工設備（マキタ、日立工機）
現場情報共有システム（ANDPAD）
現場可視化システム（LogWalk）
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